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長崎市立女都小学校
校長　佐藤　和幸

の

シンナガサキみーてぃんぐ あきであそぼう会

人権集会
女の都小学校区餅つき大会

 　１年生が地域のこども園の園児を女の都小学校

に招いて、「あきであそうぼう会」を行いました。

楽しく遊んだりおみやげをあげたりしました。い

つもは、女の都小学校で一番の末っ子ですが、こ

の時はお兄さん、お姉さんです。園児の皆さんが

楽しめるように、準備したり練習したりしたこと

を一生懸命発揮していました。１年生の児童も３

学期が終われば進級して２年生になります。新し

い１年生の立派なお手本になるように、これから

も頑張ってほしいと

思います。

　１２月も中旬となりました。あと２週間で終業式となります。そして３週間後に

は新しい年になっています。月日の流れの速さを実感しています。

　先日実施した学校評価アンケートでは、ご多用な中ご協力ありがとうございまし

た。結果の集計・分析が終わりましたら改めてお知らせします。この後ご紹介する

「シンナガサキみーてぃんぐ」では、地域の方から「子供たちが自分から挨拶して

くれるようになりました」とのお褒めの言葉をいただきました。年末年始は挨拶を

する機会が増えると思いますので、気持ちの良い挨拶をしてほしいと思います。

　７日（土）女の都２丁目公民館で、「シンナ

ガサキみーてぃんぐ」が行われました。女の都

地区の自治会長さんや地域の組織の代表の方が

参加して、市長さんと話す会です。その中に、

自ら立候補して参加した６年生２名がいまし

た。女の都地区をよりよくするために、様々な

意見が交わされました。その中で６年生が発言

した、「雑草が伸びているところがあり、危な

いと思う。」に対して、早速地域整備課が対応

しているという連絡がありました。地域の声が

行政に生かされた一例だと思います。

　８日（日）女の都小学校の運動場で、育成協、

子どもを守るネットワーク主催の餅つき大会が行

われました。前日から道具の準備をしていただ

き、当日は予定通り実施することができました。

今年は時折冷たい風が強く吹き、寒かったのです

が、たくさんの参加者で大盛況の餅つき大会とな

りました。

　もち米を蒸す火が消えないようにする係、餅を

つく係、餅を丸める係を順番に行い、できたお餅

をおいしそうに食べていました。また後半にふる

まっていただいた豚汁は、おいしくて体が温まり

ありがたかったです。  

令和６年度　学校だより第２２号
目標・希望・友達

め

 　１０日（火）は、「人権デー」でした。この
日女の都小学校では人権集会を行いました。人権
栽培委員会の進行のもと、人権について学び、そ
して考えたことを１・３・６年の代表児童が 発
表しました。一人一人が生まれた時から持ってい
る人権。自分にできることをこつこつと積み重ね
て、いじめや差別をしないでみんなが笑顔で楽し
く過ごせるようにしたいという思いが伝わる発表
でした。
　教職員一同、女の都小学校のスローガン「それ
ぞれの笑顔　みんなでもっとにこにこ　女の都
小」に向けてこれからも頑張ります。


